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６
月
議
会
定
例
会
は
、
６
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
５
日
 

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は
、
ふ
る
さ
と
納
 

税
制
度
の
創
設
や
個
人
住
民
税
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
開
 

始
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正
等
に
よ
る
各
条
例
の
改
 

正
、
補
正
予
算
で
は
、
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
 

ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
等
事
業
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
採
 

決
の
結
果
、
提
案
さ
れ
た
８
議
案
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
 

可
決
し
ま
し
た
。
 

13

17

予算総額 
49億4172万円に 

一般会計 
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
　
万
円
計
上
 

820

最寄りの税務署 

1.寄附 

寄附者 

西会津町役場 

2.領収書 

3.申告書（領収書を添付）の提出 

4.所得税の還付 

連絡 

5.住民税の税額控除 
住所地の市区町村 

6　月 
定例会 
6　月 
定例会 

                 　
町
で
は
、
省
エ
ネ
へ
の
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
独

立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
 

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
・
ネ
ド
）
の
支
 

  　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

「
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
」
 

「
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た

い
」
と
い
う
方
 

の
思
い
を
形
に
 

し
た
も
の
で
、
 

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
な

ど
の
県
や
市
区
町
村
に
寄
附

を
行
う
と
、
現
在
住
ん
で
い

る
市
区
町
村
の
住
民
税
や
所
 

                 援
を
受
け
て
「
地
域
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
等
事
業
」
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
、
太
陽
光
や
バ
イ
オ
 

  得
税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で

す
。
 

　
具
体
的
に
は
、
個
人
が
県
 

   や
市
区
町
村
に
５
千
円
以
上

寄
附
し
た
場
合
、
個
人
住
民
 

税
所
得
割
の
お
お
む
ね
１
割

を
限
度
と
し
て
、
現
在
住
ん
 

                 マ
ス
（
生
ゴ
ミ
・
稲
わ
ら
、

も
み
殻
・
間
伐
材
・
家
畜
糞

尿
等
）
な
ど
、
町
内
に
お
い

て
、
将
来
利
用
が
見
込
め
る

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
調
査
し
、
 

  で
い
る
市
区
町
村
の
住
民
税

や
所
得
税
が
軽
減
さ
れ
る
も

の
で
す
。
 

　
　
　
　
　
寄
附
先
に
つ
い
 

　
　
　
　
　
て
は
、
出
身
地
 

　
　
　
　

（
ふ
る
さ
と
）で
 

な
く
と
も
自
由
に
で
き
ま
す
。
 

　
税
の
控
除
を
受
け
る
に
 

は
、
申
告
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
 

利
用
方
法
の
検
討
を
行
っ
て

い
く
事
業
で
す
。
事
業
費
は
、
 

　
万
円
で
、
そ
の
ほ
ぼ
全
額

と
な
る
　
万
円
を
ネ
ド
が
補

助
し
ま
す
。
 

　
こ
の
他
、
補
正
予
算
で
は
、
 

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏

組
合
の
西
会
津
消
防
署
に
配

備
さ
れ
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
２
台
の
う
ち
、
１
台

を
老
朽
化
に
よ
り
更
新
す
る

た
め
、
喜
多
方
地
方
広
域
市

町
村
圏
組
合
負
担
金
を
　
万

１
０
０
０
円
追
加
す
る
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
条
例
で
は
、
地
方
 

 

税
法
が
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
創
設
や
　
歳
以
上
の
方
の

個
人
住
民
税
が
年
金
か
ら
天

引
き
（
特
別
徴
収
）
で
き
る

よ
う
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
条
例
も
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
こ
の
年
金
か
ら

の
天
引
き
は
、
平
成
　
年
　

月
年
金
支
払
分
か
ら
開
始
さ

れ
る
予
定
で
す
。
固
定
資
産

税
関
係
で
は
、
省
エ
ネ
住
宅

（
エ
コ
住
宅
）
に
改
修
し
た

場
合
、
申
告
に
よ
り
、
税
金

が
減
額
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。
 

  

820

800

425

65

21

10

太陽光やバイオマスなどの新エネルギーの導入を検討 
独立行政法人新エネルギー産業技術総合開発機構（NEDO・ネド）が支援 
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○地域新エネルギー・省エネルギ 

ービジョン策定等事業　820万円 

 

○喜多方広域市町村圏組合消防費 

負担金　425万円 

 

○円満寺観音堂（出ヶ原）防災設 

備補修事業補助金　7万7千円 

 

○ケーブルテレビ高度化事業（イ 

ンターネット事業を統合）　 

1,726万円 

主な補正事業 

ケーブルテレビ放送センター 

反
対
　
清
野
　
興
一

議
員
 

賛
成
　
長
谷
沼
清
吉

議
員
 

賛
成
　
・
反
対
３
で
可
決
 

10

国
保
税
条
例
の
改
正
 

質
疑
 

一
般
会
計
補
正
予
算
 

質
疑
 

税
条
例
の
改
正
 

質
疑
 

       　
議
員
　
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
等
事
業
の
事
業
内
容

と
今
後
の
進
め
方
は
。
 

　
経
済
振
興
課
長
 

　
ネ
ド
か
ら
調
査
費
と
し
て

　
万
円
の
補
助
が
あ
る
。
主

な
事
業
内
容
は
、
町
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
構
造
と
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
賦
存
量
な
ど
の
基

礎
デ
ー
タ
を
調
べ
、
将
来
太

陽
光
や
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用

し
た
農
業
振
興
な
ど
に
向
け

て
調
査
・
検
討
す
る
も
の
で

あ
る
。
 

　
議
員
　
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
等
事
業
の
組
織
体
制

は
。
ま
た
、
期
間
は
い
つ
ま

で
か
。
 

　
経
済
振
興
課
長
 

　
調
査
は
、
委
員
会
を
設
置

し
て
行
う
。
委
員
は
、
ネ
ド

か
ら
の
専
門
委
員
や
町
関
係

者
か
ら
選
考
す
る
。
調
査
終

了
は
、
来
年
３
月
中
旬
の
予

定
で
あ
る
。
 

 　
議
員
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

高
度
化
事
業
整
備
工
事
の
具

体
的
な
内
容
は
。
 

　
町
民
情
報
課
 

　
今
年
度
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

伝
送
路
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
化

を
行
う
。
こ
れ
と
併
せ
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
設
備
も
関
連
し

て
、
機
材
、
設
備
等
の
工
事
 

を
行
う
も
の
。
 

                              　
議
員
　
国
保
税
の
算
定
の

し
く
み
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
 

　
議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
で
寄
附
す
る
場
合
の
手
続

き
は
。
 

　
総
務
税
政
課
長
 

　
町
に
現
金
を
持
参
す
る
、

ま
た
は
、
金
融
機
関
に
納
付

す
る
方
法
が
あ
る
。
そ
の
際

町
で
は
、
領
収
書
を
交
付
し
、
 

　
　
　
　
　
寄
附
者
は
こ
れ
 

　
　
　
　
　
を
添
付
し
て
税
 

　
　
　
　
　
の
申
告
を
す
る
。
 

 　
　
　
　
　
議
員
　
寄
附
金
 

　
　
　
　
　
の
使
い
道
は
。
 

　
　
　
　
　
基
金
を
創
る
考
 

　
　
　
　
　
え
は
。
 

　
　
　
　
　
総
務
税
政
課
長
 

　
　
　
　
　
　
使
い
道
は
、
 

　
　
　
　
　
子
育
て
支
援
や
 

　
　
　
　
　
地
域
の
活
性
化
、
 

　
　
　
　
　
健
康
づ
く
り
、
 

　
　
　
　
　
自
然
環
境
保
全
 

  っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
と
国

保
加
入
者
数
は
。
 

　
健
康
福
祉
課
長
 

　
後
期
高
齢
者
支
援
金
や
前
 

期
高
齢
者
交
付
金
の
創
設
、
 

退
職
医
療
対
象
者
の
年
齢
引
 

き
下
げ
に
よ
り
、
国
保
加
入
 

者
一
人
あ
た
り
の
負
担
は
多
 

く
な
っ
て
い
る
。
平
成
　
年

度
の
国
保
加
入
者
数
は
、
１
 

な
ど
を
考
え
て
い
る
。
基
金

の
創
設
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
し
た
い
。
 

 　
議
員
　
平
成
　
年
　
月
か

ら
個
人
住
民
税
を
年
金
か
ら

天
引
き
で
き
る
条
例
改
正
と

な
っ
て
い
る
が
、
必
ず
こ
の

と
お
り
実
施
す
る
の
か
。
 

　
総
務
税
政
課
長
 

　
天
引
き
の
目
的
は
、
高
齢

者
の
納
税
に
か
か
る
負
担
の

軽
減
で
あ
り
、
改
正
の
と
お

り
実
施
し
た
い
。
 

 　
議
員
　
個
人
町
民
税
が
課

税
さ
れ
る
年
金
の
年
額
は
い

く
ら
か
。
 

　
総
務
税
政
課
長
 

　
　
万
円
以
上
で
課
税
の
対

象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

   ４
６
７
世
帯
、
２
７
３
１
人

で
あ
る
。
 

 　
議
員
　
税
率
改
正
の
要
因

と
し
て
医
療
費
の
増
加
も
あ

る
。
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
取
り

組
み
の
効
果
は
上
が
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、基
金（
貯
金
）

が
多
い
と
の
意
見
も
あ
る
が
。
 

　
副
町
長
 

     　
地
方
税
法
の
改
正
と
は
い

え
、
国
の
方
針
を
う
の
み
に

し
、
個
人
住
民
税
を
年
金
天

引
き
と
す
る
条
例
に
は
反
対

で
あ
る
。
 

  　
個
人
住
民
税
の
年
金
天
引

き
は
、
国
民
年
金
の
み
の
低

所
得
者
は
、
個
人
住
民
税
が

課
税
さ
れ
な
い
の
で
該
当
し

な
い
。
地
方
交
付
税
に
頼
る

町
の
現
状
か
ら
国
の
方
針
に

添
う
の
も
や
む
を
え
な
い
。
 

     　
基
金
は
毎
年
、
繰
越
金
の

一
部
を
積
立
て
て
い
る
。
積

立
て
で
き
る
の
は
、
ト
ー
タ

ル
ケ
ア
の
取
り
組
み
の
成
果

が
大
き
い
。
将
来
の
財
源
と

税
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、「
第
 

３
期
国
保
財
政
５
カ
年
計
画
」
 

で
減
税
財
源
に
充
て
て
い
る
。
 

医
療
費
の
動
向
は
ほ
ぼ
横
ば

い
で
あ
る
。
 

800

148

20

21

10
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青
　
木
　
照
　
夫
議
員
 

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
対
す
る
町
の
見
解
は
 

政
策
の
推
進
に
役
立
つ
意
義
あ
る
制
度
で
あ
る
 

ふるさと納税制度の窓口「総務税政課」 

○青木照夫議員 
　①既存の条例・規則・要綱などの見直しにつ 
　　いて 
　②ふるさと納税制度の受け入れ態勢について 
○長谷川徳喜議員 
　①行政問題について 
　②経済問題について 
　③農業問題について 
○伊藤勝議員 
　①道路特定財源と町財政及び関連事業への影 
　　響について 
　②町の防災計画とハザードマップについて 
　③学校耐震化工事に対する取り組みについて 
　④国際芸術村招致事業について 
　⑤後期高齢者医療制度について 

○清野興一議員 
　①後期高齢者医療制度について 
　②物価高騰問題について 
　③消防署の合併問題について 
　④学校給食と会計処理について 
○清野邦夫議員 
　①町民が安心と希望が持てるまちづくりにつ 
　　いて 
　②地震の防災対策について 

一
般
質
問
 

         　
議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
対
す
る
町
の
見
解
は
。

ま
た
、
こ
の
制
度
の
運
用
方

針
は
。
 

　
町
長
 

　
こ
の
制
度
は
、
自
分
を
育

ん
で
く
れ
た
「
ふ
る
さ
と
」

に
対
し
て
、
納
税
す
る
こ
と

で
恩
返
し
で
き
る
こ
と
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
 

　
町
で
は
、
町
出
身
者
や
ゆ

か
り
の
方
な
ど
に
応
援
い
た

だ
く
こ
と
で
「
ト
ー
タ
ル
ケ

ア
」「
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
」「
Ｉ
 

Ｃ
Ｔ
の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど

の
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や

地
域
活
性
化
策
の
推
進
に
活

用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
大
変

意
義
あ
る
制
度
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
 

　
ま
た
、運
用
方
針
と
し
て
、
 

寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
感
謝
を
第
一
と
し
て
、

礼
状
や
町
特
産
品
、
施
設
優

待
券
の
贈
呈
を
検
討
し
て
い
 

                        る
。
 

 　
議
員
　
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
の
施
行
に
伴
な
う
既
存

条
例
・
規
則
・
要
綱
等
の
見

直
し
作
業
の
進
捗
状
況
は
。
 

　
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
長
 

　
条
例
に
つ
い
て
は
、
　
本

の
う
ち
　
本
は
、
用
語
等
で

比
較
的
平
易
な
改
正
が
必
要
 

                        な
も
の
で
あ
っ
た
。
 

　
内
容
の
変
更
を
伴
な
う
条

例
の
改
正
は
　
本
必
要
で
あ

り
、
う
ち
８
本
は
、
先
の
　

本
と
同
じ
３
月
定
例
会
で
議

決
い
た
だ
い
て
い
る
。
残
り

の
３
本
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
中
に
改
正
す
る
予
定
で
あ

る
。
規
則
・
要
綱
等
に
つ
い

て
は
現
在
作
業
中
で
あ
る
。
 

170

57

11

57
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長
谷
川
　
徳
　
喜
議
員
 

町
職
員
募
集
の
理
由
は
 

「
職
員
定
員
適
正
化
計
画
」
に
よ
り
実
施
 

地元に働く場の確保を 

意識改革のための職員研修 

働く場の確保と若者への取り組みは 

県と連携を図りながら進める 

清　野　邦　夫議員 

         　
議
員
　
行
財
政
改
革
の
一

つ
と
し
て
、
退
職
補
充
を
し

な
い
で
職
員
を
減
ら
す
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
に
、
募
集

を
す
る
理
由
は
。
人
口
が
激

減
し
て
い
る
中
で
そ
れ
に
見

合
っ
た
人
数
に
し
て
経
費
削

減
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
。
 

　
総
務
税
政
課
長
 

　
今
ま
で
事
務
事
業
や
組
織

機
構
の
見
直
し
な
ど
、
行
財

政
全
般
に
わ
た
り
改
革
を
推

進
し
て
い
る
。
職
員
数
の
削

減
は
、
「
職
員
定
員
適
正
化

計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
　

年
の
職
員
数
　
人
を
、
　
年

ま
で
　
人
を
削
減
し
、
　
人

と
す
る
。
条
例
の
職
員
定
数

　
人
か
ら
、
　
人
を
削
減
す

る
予
定
で
あ
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
計
画
ど
お
り
に
推
移
し

て
い
る
。
 

 　
議
員
　
不
況
に
よ
る
事
業

縮
小
や
倒
産
が
い
た
る
と
こ
 

                         ろ
で
見
ら
れ
る
。
ガ
ソ
リ
ン

の
高
騰
や
食
品
、
生
活
用
品

の
値
上
げ
が
町
民
生
活
を
圧

迫
し
て
い
る
。
減
税
な
ど
で

町
民
生
活
を
支
援
す
る
考
え

は
。
 

　
経
済
振
興
課
長
 

　
不
況
と
物
価
高
は
、
世
界

的
な
現
象
に
起
因
す
る
も
の
 

                         で
、
国
が
対
応
す
べ
き
経
済

問
題
で
あ
る
。
対
応
策
や
支

援
策
は
、
国
と
し
て
も
有
効

策
が
困
難
と
い
わ
れ
る
中
、

一
地
方
自
治
体
で
対
応
で
き

る
問
題
で
は
な
い
。
個
々
人

が
、「
生
活
防
衛
」
に
努
め
る

こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
。
 

                   　
議
員
　
町
民
が
安
心
と
希

望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
が

問
わ
れ
て
い
る
。
中
で
も
若

者
が
地
元
に
定
着
し
、
地
域

活
性
化
を
図
る
た
め
に
も
、

働
く
場
所
の
確
保
と
企
業
誘

致
が
重
要
で
あ
る
。
町
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。
 

　
町
長
 

　
工
業
団
地
の
整
備
や
雇
用

促
進
住
宅
の
導
入
等
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
ま
た
県
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
企
業
誘
致

活
動
を
進
め
て
い
る
。
 

　
本
町
は
、
他
市
町
村
に
は
 

な
い
光
ケ
ー
ブ
ル
網
の
優
位

性
を
生
か
し
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の

企
業
や
経
済
の
変
動
に
左
右

さ
れ
に
く
い
研
究
機
関
等
の

誘
致
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。
　
 

 　
議
員
　
地
震
の
防
災
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
被

害
の
想
定
が
な
さ
れ
て
い
る

か
。
 

　
ま
た
防
災
情
報
通
信
網
は

機
能
し
て
い
る
か
。
設
備
の

状
況
を
伺
う
。
 

　
町
民
情
報
課
長
 

　
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
 

建
物
の
倒
壊
及
び
焼
失
等
の

被
害
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸

断
、
交
通
の
混
乱
等
が
予
測

さ
れ
る
。
被
害
の
防
止
と
軽

減
を
図
る
た
め
に
、
日
常
の

啓
発
、
訓
練
及
び
防
災
体
制

の
整
備
に
鋭
意
努
め
て
い
る
。
 

　
防
災
情
報
の
収
集
・
伝
達

に
つ
い
て
は
、
県
の
防
災
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
気
象
情
報
、
緊
急
文

字
情
報
を
通
し
て
伝
達
し
て

い
く
。
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商業団地Ａ区画の整備は中止を 

テナント方式で整備する 

清　野　興　一議員 

伊
　
藤
　
　
　
勝
議
員
 

防
災
訓
練
は
集
落
単
位
で
実
施
を
 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
 

新郷地区で行なわれた防災訓練 

テナント方式を検討するＡ区画 

                   　
議
員
　
商
業
団
地
の
特
別

会
計
で
は
、
Ａ
区
画
の
利
活

用
の
た
め
、
　
万
円
も
の
調

査
委
託
料
を
計
上
し
て
い
る
。
 

不
況
の
折
で
も
あ
り
、
商
業

団
地
の
整
備
は
中
止
を
し
て
、
 

予
備
費
を
含
め
た
約
１
６
７

０
万
円
は
、
一
般
会
計
へ
繰

出
し
、
物
価
高
の
対
応
資
金

と
す
べ
き
と
思
う
が
町
の
考

え
は
。
 

　
経
済
振
興
課
長
 

　
商
業
団
地
の
有
効
的
な
活

用
と
町
の
商
業
振
興
の
た
め
、
 

ア
ー
ケ
ー
ド
沿
い
の
Ａ
区
画
 

                        は
テ
ナ
ン
ト
方
式
で
整
備
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
整

備
に
か
か
る
費
用
が
必
要
と

な
る
の
で
、
一
般
会
計
へ
の

繰
出
し
は
考
え
て
い
な
い
。
 

 　
議
員
　
公
共
料
金
の
値
上

げ
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
 

町
長
の
決
意
は
。
 

                        　
総
務
税
政
課
長
 

　
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の

物
価
高
を
単
な
る
理
由
と
し

て
の
値
上
げ
は
考
え
て
い
な

い
。
 

　
な
お
、
今
後
は
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
趣
旨
に
基
づ

き
、
行
財
政
全
般
の
見
直
し

が
な
さ
れ
る
中
で
、
公
共
料

金
の
議
論
も
行
わ
れ
る
。
 

         　
議
員
　
近
年
地
震
が
多
発

し
て
い
る
。
町
地
域
防
災
計

画
は
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想

定
し
、
町
民
に
安
全
と
安
心

を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。

計
画
に
よ
る
防
災
組
織
の
充

実
と
、
集
落
単
位
で
の
訓
練

を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
 

　
ま
た
、
地
域
内
の
崩
落
等

の
危
険
箇
所
を
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
と
し
て
防
災
体
制
に
活

用
す
る
考
え
は
。
 

　
町
民
情
報
課
長
 

　
地
域
防
災
計
画
は
、
災
害

対
策
基
本
法
第
　
条
に
基
づ

き
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

地
震
等
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想

定
し
、
消
防
団
と
の
連
携
、

地
域
対
策
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
添
っ
て
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
危

険
箇
所
を
地
図
情
報
で
提
供

す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
そ

の
活
用
方
法
を
検
討
す
る
。
 

         　
議
員
　
４
月
に
導
入
さ
れ

た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
 

年
金
の
天
引
き
や
新
た
な
負

担
が
伴
な
う
な
ど
、
高
齢
者

か
ら
は
酷
評
さ
れ
て
い
る
。

我
が
町
の
加
入
状
況
と
保
険

料
の
軽
減
措
置
は
ど
う
か
。

制
度
の
町
長
の
見
解
は
。
 

　
町
長
 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
 

         町
の
予
防
医
療
施
策
に
対
し
、

そ
の
努
力
が
反
映
さ
れ
な
い
。
 

　
ま
た
、
人
間
を
年
齢
で
区

別
し
、
保
険
料
を
年
金
か
ら

天
引
き
す
る
な
ど
賛
成
し
か

ね
る
制
度
で
あ
る
。
な
お
、

新
制
度
へ
の
加
入
者
は
１
９

７
３
人
で
、
そ
の
う
ち
１
１

６
３
人
が
保
険
料
の
軽
減
措

置
を
受
け
て
い
る
。
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採
択
し
た
請
願
・
陳
情
 

提
出
し
た
意
見
書
 

議
会
推
薦
農
業
委
員
 

（
敬
称
略
）
 

一般質問 
一
問
一
答
・
対
面
方
式
の
導
入
 

町
長
等
に
反
問
権
も
 

議会改革特別委員会 

      　
今
年
３
月
に
設
置
し
た
議

会
改
革
特
別
委
員
会
は
、
６

月
の
定
例
会
ま
で
に
４
回
の

会
議
を
開
き
、
そ
の
検
討
内

容
を
６
月
定
例
会
で
報
告
し

ま
し
た
。
 

　
主
な
内
容
と
し
て
は
、
①

一
般
質
問
の
再
質
問
以
降
に

お
い
て
、
ひ
と
つ
ず
つ
質
問

と
答
弁
を
行
う
一
問
一
答
方

式
を
導
入
す
る
こ
と
、
②
再

質
問
以
降
に
お
い
て
は
、
演
 

      壇
の
前
に
新
た
に
質
問
席
を

設
け
て
質
問
を
行
う
対
面
方

式
を
導
入
す
る
こ
と
、
③
一
 

般
質
問
を
行
っ
た
議
員
に
対

し
て
、
町
長
等
が
不
明
な
点

を
問
い
た
だ
す
こ
と
が
で
き

る
反
問
権
を
与
え
る
こ
と
な

ど
で
す
。
 

　
定
例
会
で
の
報
告
後
、
全

員
協
議
会
で
議
員
全
員
に
よ

る
検
討
が
な
さ
れ
、
議
会
改

革
特
別
委
員
会
の
案
の
と
お
 

　
　
　
　
　
　
り
了
承
さ
れ
 

　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
、
 

　
　
　
　
　
　
６
月
　
日
に
 

　
　
　
　
　
　
町
側
の
代
表
 

　
　
　
　
　
　
で
あ
る
副
町
 

　
　
　
　
　
　
長
と
総
務
税
 

　
　
　
　
　
　
政
課
長
に
内
 

　
　
　
　
　
　
容
を
説
明
 

　
　
　
　
　
　
し
、
副
町
長
 

　
　
　
　
　
　
か
ら
町
長
等
 

　
　
　
　
　
　
と
協
議
す
る
 

　
　
　
　
　
　
と
の
話
が
あ
 

　
　
　
　
　
　
り
ま
し
た
。
 

       　
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、

次
の
陳
情
４
件
を
採
択
し
ま

し
た
。
 

　
ま
た
、
次
の
意
見
書
４
件

を
内
閣
総
理
大
臣
等
政
府
関

係
機
関
な
ど
に
提
出
し
ま
し

た
。
 

     ■
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

採
択
に
関
す
る
陳
情
書
 

　
陳
情
者
　
福
島
県
保
険
医
 

       　
平
成
　
年
第
５
回
議
会
臨

時
会
が
、
７
月
　
日
開
か
れ

ま
し
た
。
本
臨
時
会
で
は
、

自
治
法
改
正
に
伴
な
う
条
例
 

協
会
理
事
長
　
酒
井
学
 

 ■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
と
教
育
予
算
の
充

実
を
求
め
る
陳
情
書
 

　
陳
情
者
　
福
島
県
教
職
員

組
合
中
央
執
行
委
員
長
　
浦

井
信
義
ほ
か
 

 ■
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の

輸
入
停
止
を
求
め
る
陳
情
書
 

　
陳
情
者
　
会
津
農
民
運
動

連
合
会
会
長
　
佐
藤
弘
之
 

 ■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出

の
陳
情
書
に
つ
い
て
 

　
陳
情
者
　
耶
麻
喜
多
方
地

区
高
齢
・
退
職
者
連
合
会
長

大
野
恒
夫
 

     の
改
正
１
件
と
除
雪
ド
ー
ザ

ー
と
中
型
バ
ス
の
財
産
取
得

２
件
の
３
議
案
が
町
か
ら
提

案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
議
会
推
薦
の
農
業

委
員
に
つ
い
て
は
、
次
の
方

を
町
長
に
推
薦
し
、
後
日
町

長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
 

議会改革特別委員会 

一般質問での改革案示す 

■
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
 

　
提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
 

厚
生
労
働
大
臣
ほ
か
 

 ■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
と
教
育
予
算
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書
　
 

　
提
出
先
　
総
務
大
臣
・
財

務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣
 

 ■
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の

輸
入
停
止
を
求
め
る
意
見
書
 

　
提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
 

農
林
水
産
大
臣
 

 ■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
 

　
提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
 

厚
生
労
働
大
臣
ほ
か
 

        　
江
川
　
誠
作
（
　
牧
　
）
 

　
佐
藤
　
正
光
（
下
小
島
）
 

　
武
藤
　
喜
平
（
柴
　
崎
）
 

　
佐
藤
　
正
男
（
井
　
岡
）
 

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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あいさつをする榛東村議会の綿貫委員長 

農業委員として活躍する橋谷田淳さん 
あつし 

　　　　　プロフィール 
住　　所：西会津町野沢 
年　　齢：３４歳 
家　　族：妻・子（２人）・父・母・義父 
趣　　味：サッカー・バイク・旅行 

    　
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
今

年
は
、
空
梅
雨
で
野
菜
の
生

育
や
稲
作
で
今
後
の
水
不
足

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
の
新
潟
県
中
越
沖
地
震

や
今
年
の
岩
手
・
宮
城
県
地

震
と
近
県
で
毎
年
の
よ
う
に

天
災
が
続
い
て
い
ま
す
。
 

　
一
方
、
原
油
の
高
騰
に
よ

り
経
済
や
日
常
生
活
に
大
き

な
影
響
が
生
じ
、
生
活
用
品

の
値
上
げ
が
あ
ら
ゆ
る
業
種

に
及
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

代
替
燃
料
を
穀
物
か
ら
開
発

し
た
こ
と
に
よ
り
食
糧
が
高

騰
し
て
い
ま
す
。
 

　
不
況
の
根
源
は
、
ま
さ
し

く
人
災
で
す
。
今
、
天
災
の

被
害
を
い
か
に
少
な
く
し
、

い
か
に
人
災
を
防
止
す
る
か

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
　
　
　
（
武
藤
　
道
廣
）
 

編
集
委
員
 

　
委
員
長
　
伊
藤
　
　
勝
 

　
副
〃
　
　
荒
海
　
清
隆
 

　
委
　
員
　
目
黒
　
　
一
 

　
　
〃
　
　
多
賀
　
　
剛
 

　
　
〃
　
　
武
藤
　
道
廣
 

   　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各

方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
町

民
の
方
々
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。
　

　
今
回
は
、
こ
の
度
の
農
業

委
員
の
改
選
で
２
期
目
の
当

選
を
果
た
さ
れ
た
橋
谷
田
淳

さ
ん
で
す
。
 

　
橋
谷
田
さ
ん
は
、
農
業
委

員
の
中
で
最
も
若
い
委
員
で

す
。
 

 　
―
　
農
業
委
員
に
再
選
さ

れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
今
期
の

抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

―
 

　
農
地
の
保
護
、
遊
休
農
地

の
有
効
活
用
、
町
レ
ベ
ル
で

の
自
給
率
の
増
加
対
策
に
取

り
組
み
た
い
で
す
。
 

 　
―
　
専
業
農
家
と
伺
い
ま

し
た
。
農
業
に
従
事
さ
れ
て

何
年
に
な
り
ま
す
か
。
―
 

　
７
年
に
な
り
ま
す
。
 

                        　
５
月
　
日
、
群
馬
県
榛
東

村
議
会
の
議
会
広
報
特
別
委

員
会
委
員
６
名
が
来
町
さ
れ
、
 

本
町
の
議
会
広
報
特
別
委
員

会
委
員
と
広
報
紙
の
編
集
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
 

　
榛
東
村
議
会
の
綿
貫
秀
夫
 

               委
員
長
は
、
三
島
町
出
身
で

あ
り
、
他
に
も
福
島
県
出
身

者
や
以
前
住
ん
で
い
た
委
員

も
お
り
、
お
互
い
身
近
な
雰

囲
気
で
の
研
修
と
な
り
ま
し

た
。
 

　
研
修
会
終
了
後
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー
を

案
内
し
、
本
町
の
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
を
紹
介
し
ま
し
た
。
 

榛
東
村
議
会
の
委
員
か
ら
は
、
 

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
デ
ジ

タ
ル
放
送
、
議
会
中
継
な
ど

に
つ
い
て
大
変
す
ば
ら
し
い

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
 

群
馬
県
榛
東
村
議
会
 

議
会
広
報
の
視
察
研
修
に
来
町
 

議
会
の
動
き
 

　
―
　
現
在
作
っ
て
い
る
農

作
物
と
そ
の
耕
作
面
積
は
。

―
 

　
水
稲
で
　
　
、
主
に
軟
白

ネ
ギ
で
す
が
、
ハ
ウ
ス
で
　

ａ
ほ
ど
で
す
。
 

 　
―
　
農
作
物
を
作
る
上
で

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。
―
 

　
は
い
。
安
心
、
安
全
で
お

い
し
い
農
作
物
を
作
る
こ
と

で
す
。
 

 　
―
　
農
業
を
や
っ
て
て
良

か
っ
た
と
思
う
と
き
は
ど
ん

な
と
き
で
す
か
。
―
 

　
作
っ
た
米
や
野
菜
に
つ
い

て
「
お
い
し
い
」
と
言
わ
れ

た
と
き
で
す
ね
ぇ
。
 

 　
―
　
町
の
農
業
政
策
に
つ
い
 

て
、ご
意
見
は
あ
り
ま
す
か
。―
 

　
ま
ず
、
若
手
農
業
者
の
育

成
を
図
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
れ
と
、
農
作
物
の
町
ぐ
る

み
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
販
売
促

進
に
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
 

 　
―
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
―
 

　
　
　
　
　
　
（
伊
　
藤
）
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